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14日間行い ，経時的 に 土 壌試料
．を採取 した。また，太 陽 熱 土壌

消毒 を行 っ て い る隔離床土 耕 トマ ト栽培ハ ウス よ り，消毒処 理 後

の トマ ト栽培期間を含 め土 壌試料 を経時的 に採取 した。こ れ ら

の 土壌試料 に つ い て 微生 物バ イ オ マ ス 炭素の 測定 と，抽 出 した

DNA に つ い て 細菌 ・糸状 爾群 集の DGGE 解 析 と ア ン モ ニ ア 酸 化

細菌の 定量 PCR 解析 を行っ た。

【結果 】室内培養実験 に よ る 45℃ の 熱処琿 及 びハ ウ ス 試験 で の 太

陽 熱土壌消毒処理 に よ り、土 壌微生 物バ イオ マ ス 炭素 は半減 し．

細菌及 び 糸状菌群集の DGGE パ タ
ー

ン は 影響 を受け 大 き く変化

した 。 特 に，ハ ウス 試験 の 消毒処理期間で は．表層 （0〜5cm）

の 土壌の DGGE パ タ
ー

ン に よ り大 きな 影響が み られ た。室 内 培

養実験及 びハ ウス 試験の ど ちらの 場合も，ア ン モ ニ ア酸化細画の

amoA 遺伝 子数 は熱処理 あるい は太陽熱土壌消毒処理 に よ り 1桁
程 度低 下 した。ハ ウス 試験 で は，消毒処理後 の トマ ト栽培期間に

微生 物バ イ オ マ ス 炭素 と α moA 遺伝 子 数 は 増加す る 傾向が あ っ

た。以上 よ り，太 陽熱 土壌 消 毒 は 土 壌 微生物群 集の 存在量 と種類

構成 に 大 きな影 響 を及 ぼす こ とが 明 らか に な っ た。
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アル ギ ン酸ビーズ を利 用 した フ ィ チ ン分 解菌の局 所的集積培養

　 原　新 太郎，宇野　亨，田 島亮介，伊藤豊彰，齋藤雅典

　　　　　　　 （東北大 学大学 院農学 研 究 科）

【概 要】植 物 残 渣 の モ デ ル 物 質 と して フ ィ チ ン （IHP ）含 有 ア ル

ギ ン 酸 ビーズ を利 用 し，選 択 的 に IHP分 解 菌を増殖 させ て N的

とす る IHP 分 離 菌 の 分 離 に成 功 した。

【背景】種子 な ど の 植物残渣 に含まれ る IHP は 土壌中の 重要な P

（リ ン ）源 で ある。植物 に 共生する ア
ー

バ ス キ ュ ラ
ー

菌根 （AM ）

菌 は こ れ を直接吸収す る こ とは で きな い が，IHP 分解で 生 じた

無機態 P を AM 菌 に供給す る IHP分解菌 の 存在が 予 想 され る 。

しか し，植物残渣 に は IHP以外の Pが 含 まれ る た め，そ こ か ら

分 離 した 細菌が 実際に IHP を分解 し た か の 判断 は こ れ まで 困難

で あ っ た。

【方法 ・結 果 】AM 菌 （1〜厩 o助σg麗s 加   吻 廊 ） が 感染 した ミヤ

コ グサ （9週齢）を 低 P 培土 が 入 っ た ポ ッ トに 移植 し，菌糸区画

に微生物接種源 となる畑土壌 とア ル ギ ン酸 ビーズ，もしくは植物

残渣を添加 した。ア ル ギ ン 酸 ビーズ に はあ らか じめ Ca −IHP も し

くは Fe−IHPを添加 し，対 照 と して P 源無添加区 を設けた。移

植後 6週 間栽培 した結果，ミヤ コ グサ は AM 菌 を介 して 各 IHP

由来の P を吸収 して い た 。 そ れ ぞ れ の ア ル ギ ン 酸 ビーズ か ら分

離 した IHP 分解菌 は，抽出 した DNA の 群 集構 造 解析 （DGGE 法，

16S　rRNA ）や β
一
propellar　phytase（BPP ）遺伝 子 の クロ ーン ライ

ブ ラ リ
ー

解析 の 結果 と良い 一致 を示 した。植物残濟 の DGGE パ

タ
ー

ン は ア ル ギ ン酸 ビーズよ りも複雑で あ っ た が，BPP 遺伝子

の
一

部 は ア ル ギ ン 酸 ビーズ や 分離株 と一
致 した。よ っ て，IHP

含有ア ル ギ ン 酸 ビーズ に 植物残渣周辺で 増殖す る IHP 分解菌の

一
部が 集積 し，そ の分離が可能 となっ た と考えられ る 。
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複数の ジャ ガイ モ 栽培体系に お ける土壌微生物群集構造 と

　　土壌の 化学性および 土壌病害の 発生程度の関係性
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【背 景 ・目的】持続可 能 な ジ ャ ガ イモ 有機栽培体系の 確立 に 向け，

複数の 施肥 技術 と土 壌 消毒を含む病害虫管理技術 を組合せ た栽培

体系にお け る土壌化 学性の 変化，各種病害虫の 発生 程度 に つ い て

調 査 を行 っ て い る。本研 究で は，各種栽培体系 に お ける 土壌微生

物群集構造 と土壌 の 化学性お よ び 土壌病害の 発生 程度 との 関係性

に つ い て 調査 した。

【方法】長崎県農林 技 術 開 発セ ン ター圃 場 （長 崎県 雲仙市愛野 町 ：

表層腐植質黒ボ ク．f：）に 2012年春 作 か ら，複 数の 資材 に よ る 施

肥，土壌消毒技術 お よ び地上 部 の 病 害虫管理 技術を組合せ た合計

5種の 栽培体系区を設置 した。すなわ ち，各種技術の 組合せ の 異

なる 2種 の 有機栽培区 （チ ャ レ ン ジ有 機栽培 区 お よ び慣行有機栽

培区）、無農薬有機栽培区，無農薬慣行 栽 培区，慣 行栽培 区 を設

置 した 。 ジ ャ ガ イモ 3作栽培後 の 2013年 5月 （春作栽培後） に

土壌 を各区か ら採取 し，PCR −DGGE 法に よ り一般 細菌・糸状菌・

放線菌の 群集構造を調査した 。 また，各群 集構 造 と土壌 の 化学 性

お よ び土壌病害 との 関係性 を解析 した。

【結果 ・考察】微生 物群 集構 造 と土 壌 の 化 学 性 お よ び そ うか 病 発

生 程度の 関係 を止準対応 分析 に よ り解析 した結果，糸状菌群集構

造 に 影響を及ぼ す十壌 化学性 の 因子 として，pH ，　 EC，トル オ
ー

グ リ ン 酸が見 出 され た。一
方，土壌 微 生 物群集 と発病塊茎率 との

問に 相関関係 は認め られ な か っ た。DGGE プ ロ フ ァ イル に基づ く

ク ラ ス ター
解析の 結呆，一般細 菌 お よ び放線菊群集構造に は 土壌

の 消毒方法が 影響を与 え るの に対 し，糸状 菌 群集構造 に は 肥培管

理等が 影響 を与え る こ とが示唆 された。
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　　水田土 壌に生息する好中性微好気性鉄酸化細菌の分離
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　水 田土壌 にお け る 生物的鉄酸化反応 は，分子状酸素 に よる非 生

物 的 反応 の 優 位性か ら こ れ ま で ほ とん ど考慮 され て こ なか っ た。

本研 究 で は ，微好気条件下 で 水 田土 壌 表面 に 形 成 した酸化鉄沈着

細菌 コ ロ ニ
ーよ り鉄酸化細菌を分離 し，生物的鉄酸化反応の 理解

に 向けた知見を得る こ とを 目的 と した。安城 農業技術セ ン タ
ー

よ

り落水期 に採取 した水田土壌 を湛水条件下 で前培養 し，土壌を還

元状態 に移行させ た 。 前培養 した土壌 を試験管に移 し，わずか に

酸素透過 性を示す二 重合成 ゴ ム 栓で 密閉 した後 気相 を窒素ガ ス

で 置換 して，25＆degC，暗所 で 静置培養 した 。 微好気条件下 に

お い て 土 壌 表面 に 形成 し た酸化 鉄 沈着 細 菌 コ ロ ニ ーを接 種源 と し

て ，試験管の 底 に 沈め た硫 化 鉄 に よ り酸 素 と二 価鉄 の 対称濃度

勾配 を形 成 させ た 軟寒天 無機塩培地 （pH6．3）に 接種 した。勾 配

の 境 界層 に て 鉄 酸化 物 と と もに生 育 した菌 を 限界希 釈 法 に よ り

純化 を繰 り返 し，An22株を得 た 。　An22 株 は，運 動性 を持 つ 湾
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